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災害に強い 防災

1 雨水タンク設置助成の継続 災害時区民行動マニュアルの全戸配布 小中学校体育館のエアコン設置 指定避難所及び帰宅困難者支援施設へ蓄電池の配備
2 インターネット版バリアフリーマップ開設 公共施設における暖房・洗浄便座の設置 レインステーションの設置 新・世田谷区豪雨対策行動計画を策定 区民向け蓄電池の補助制度の導入
3 木造建築物の無料耐震診断と耐震補助助成制度の実現 豪雨対策基本方針の策定 木造住宅一階部分の耐震改修を実施 災害時における帰宅困難者の受入拠点を整備 防災無線電話応答サービスの導入
4 世田谷区災害・防犯情報メール配信サービスの開始 災害時マンホールトイレの整備 耐震シェルター設置支援助成 女性支店の東京都防災アプリの配信 特殊詐欺被害防止へ自動電話録音機の無償貸出
5 河川部局の設置 耐震改修無料訪問相談の実施 多摩川における治水対策の推進
6 雨水タンク設置助成を開始 区立小中学校への緊急地震速報受信装置の設置 地下水利用システムによる災害時の飲料水を確保
7 災害・防犯カメラの整備助成 消火栓から飲料水の確保を目指すスタンドパイプの設置

子育てと福祉

子育て

1 小３までの児童に自転車講習修了書の発行 桜新町に全国初の産後ケアセンター設置 児童虐待防止策の推進 多胎児家庭への支援拡充（ﾍﾙﾊﾟｰ訪問、タクシー代助成）
2 子ども部の設置 中学校へ武道支援員の配置 自宅訪問型障害児等の保育事業を実現 区内公立小中学校給食完全無償化
3 子ども・子育て総合センターの開設 世田谷ホットステーション（子ども人権擁護センター）設置 発達支援親子グループ事業を実施 無認可保育施設利用者への保育料助成を実現
4 小学校全日警備員の配置及びカメラインターフォンの設置 子ども医療費無料化を中学校３年生まで拡充 小学校通学路へ防犯カメラの設置 妊娠期からの伴走型相談支援の実施
5 児童デイサービスの実施 病児・病後児保育事業を拡充 妊娠時・出産時に計１０万円の給付
6 母子家庭自立支援のための補助金が実現 子どもの生活予防病予防検診の実施 子育てステーション（多機能型子育て支援拡充）２か所新設
7 子育て支援型マンションの認定制度の実施 駅前型子育て支援センターの開設 母子健康情報のオンライン化
8 総合福祉センターにおける児童療育相談体制の強化
9 子どものインフルエンザ予防接種助成を実現
10 妊婦健康診査の無料化１４回に拡大
11 認証保育所利用者の負担を軽減
12 認可保育園の整備を拡充
13 子ども基金の創設
14 第三子以降の出産にかかる費用を助成
15 特定不妊治療費助成の開始
16 生後４か月までの乳児期家庭訪問事業の実施
17 さんさんサポート事業を拡充

教育

1 世田谷９年教育の推進（土曜補習と朝学習の試行実施） 発達障害者支援センター（ゆに）の開設 不登校特例校分教室「ねいろ」の開設
2 小学校３校、中学校２校に特別支援学級を新たに設置 公立図書館への民間活用の実現（４館）
3 大学生による教育支援活動の推進 教育総合センターの開設
4 部活動の外部指導員制度の導入 乳幼児教育支援センター機能の設置
5 世田谷区立中学校非公式サイト対策の実施
6
7

福祉

1 在宅医療電話センターの開設 社会福祉法人の認可、指導、検査の実施 見守りネットワークを全区展開 介護職員等宿舎借り上げ支援事業の拡充

2 ２４時間３６５日高齢者安心コールの開設 認知症グループホーム２ユニット３か所を整備 シニアボランティア・ポイント制度の拡充 認知症とともに生きる希望条例の制定
3 ユニット型ショートステイ　５４床を開設 都市型軽費老人ホームの拡充 うめとぴあ（保健医療福祉総合プラザ）を設置 世田谷区児童相談所の開設
4 介護保険料の減免処置の継続 高齢者地域見守りネットワーク事業の導入・拡充 区内３２か所へ「高齢者身近なお休み処」を開設 農福連携事業の実施
5 住宅用火災警報器の無料設置を実現 高齢者安心コール機能を拡充 介護職員等宿舎借り上げ支援事業の実施
6 福祉人材育成・研修センターの開設 都市型経費老人ホームの整備 保育士への家賃助成制度
7 「区が設置するバス停ベンチ」の実現
8 梅が丘病院跡地の世田谷型福祉基本構想策定
9 訪問介護養成研修（２級）修了者への研修費助成

医療

1 国立成育医療センター内に女性総合外来を開設 乳がん・子宮頸がん検診無料クーポン事業の実施 思春期・若年世代のがん患者への在宅サービス利用料の助成
2 がん対策推進条例の施行 酸素療養ステーションの開設
3 ワクチン接種一部公費助成制度の創設
4 がん相談窓口を設置

環境にやさしい 環境

1 区内初の農業体験農園を開設 公共施設の環境配慮制度の創設 世田谷区みうら太陽光発電所の開設 生産緑地面積の緩和 小田急線上部利用に伴うグリーンインフラの整備
2 次大夫堀自然体験農園の開設 瀬田農業公園分園を開設 木造住宅除却費用補助制度の創設
3 庁内体制にみどりとみず政策担当部を設置 小水力発電の推進 自然再生エネルギーへの転換を推進 環境配慮型住宅リノベーション推進事業の創設 全総合支所にフードドライブ常設窓口を設置
4 粗大ごみのリユース施設を開設 家庭での省エネルギー機器の設置推進
5 ビオトープの整備 校庭の芝生化・緑のカーテン設置・屋上緑化を推進
6 アイドリングストップ装置装着に対する補助制度を創設 家庭用小型電子機器の拠点回収を開始
7 清流再生事業の推進
8 住宅用太陽光発電システム機器設置助成の創設と継続
9 駐車場緑化助成制度の開始
10 区内農産物を区内商店街で購入できる物流体制の支援

交通

1 世田谷まちのステーションの整備 小田急線　代々木八幡駅～下北沢駅までのホームドア設置 喜多見・宇奈根地区へオンデマンド交通バスシステムの導入

2 千歳通り東京テラス前に信号機を設置 小田急線 代々木上原駅～梅が丘駅間の踏切を撤廃 砧地区におけるオンデマンド交通バスシステムの実証実験
3 世田谷通り・大蔵坂下の歩道橋を撤去
4 仙川・竜沢寺橋付近の手すりの整備 京王線　笹塚駅～仙川駅間の連続立体交差事業の着手

5 経堂駅～八幡山駅路線にコミュニティバスの試験運行を開始

6 自転車走行環境の整備
7 京王線　明大前駅・千歳烏山駅前広場計画案策定

若者
1 成年後見支援センターの開設 メルクマールせたがや（若者総合支援センター）の開設 ぷらっとホーム世田谷（生活困窮者自立支援センター）を開設 ひきこもり相談窓口「リンク」の開設
2 ハローワークの区内誘致 トライアル雇用奨励金の拡充 ヤングワーク世田谷（世田谷若者就労センター）を開設
3 正規雇用特別奨励金の新設 就職サポートコーナーきぬたの開設

その他

1 税のコンビニ収納を実現 小規模事業者へ緊急融資制度を創設 都営成城８丁目アパート跡地の地域福祉インフラ整備 国際交流（教育・経済・文化）都市の拡充

2 出張所の土曜日窓口を開設（５か所） 池尻複合施設の整備 ひとり親世帯への居住支援の開始 公共財産を活用した収益事業の実現
3 住民基本台帳の営業目的閲覧を原則非公開に決定 プレミアム１０％付　区内共通商品券を発行 空き家、空き室、空き部屋の地域貢献活用モデル事業の実施 空き家対策条例を制定 まちづくりセンターにおけるワクチン予約サポートの受付
4 ごみの夜間収集実験の開始 大規模土地取引行為の事前届け出制度の創設 プレミアム２０％付　区内共通商品券を発行 地域行政推進条例の制定
5 バス停総点検と改修工事の実施 文化芸術計画の推進（芸術百華事業の創設）
6 都内初の『すぐやる課』を稼働 下高井戸駅周辺地区街づくり計画素案策定 公共工事における物価スライド方式の拡充
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区内施設へAED配置の推進

区内河川の24時間監視型ライブカメラを設置

都立公園内保育園を2か所設置
大蔵2丁目複合型子ども支援センターの開設

高校3年生世代の医療費完全無償化（都事業と連結）
子どもの人権擁護の新しい第3者機関の設置

4歳6か月児のシート及び発達・発育相談、健診の実施
新BOP学童クラブの開設時間の延長

児童手当を小3まで拡大

IT技能の修得に特化した障害者就労支援施設の開設
新BOP事業の充実（学童クラブ登録学年を５年生以上に延長）

ナイトケアパトロール
（要介護3～５の高齢者向け夜間随時介護サービス）

せたがやはいかいSOSネットワークの開始

区民農園4か所、体験農園1か所を増設 ESCO事業（施設の省エネルギー改修）の導入

PPS（特定規模電気事業者）の導入
LED街路灯の整備

みなさまと共に
創る

通学路安全対策として車両速度抑制措置ポールを設置（砧5丁
目）

環状八号線沿いの水路を整備（八幡山3丁目）

等々力操車場～世田谷区民会館～梅が丘駅の新規バス路線の
実験運航着手

世田谷区多様性を認め合い男女共同参画と多文化共生を推進
する条例の制定

世田谷区安全・安心24時間パトロールをスタート

キャッシュレス決済サービス「せたがやPay」の導入
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